
令和６年１０月１日 

各 位 

                         公益財団法人八戸地域高度技術振興センター  

理事長  熊 谷  雄 一 

 

令和６年度 八戸工業高等専門学校「研究室めぐり」の開催について（案内） 

 

寒露の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は当振興センターの運営につきまし

て格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて振興センターでは、平成２７年度まで実施しておりました「研究室めぐり」について、地域企

業等の要望により昨年度から再開しておりますが、今年度は八戸工業高等専門学校おいて開催するこ

とになりました。実際の研究室を見学しながら担当の先生より研究内容を直接紹介頂きます。また「八

戸高専でどのような研究やプロジェクトが行われ、社会や地域にどう役立っているのか、あるい

は期待できるのか」「企業等との連携の可能性」「どのようなことが学べ、卒業後にはどういう選

択肢や可能性があるのか」などを知る機会とともに、先生方とのコネクションづくりのきっかけ

にもなりますので、是非ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１．日  時：令和６年１２月２日（月）１３：３０～１５：３０（集合時間：１３：２５） 

２．内  容：高専４コースの紹介、研究室見学（詳細は裏面（２枚目）のとおり） 

３．会   場：八戸工業高等専門学校（八戸市大字田面木上野平１６－１） 

４．募集定員：２０名程度 

５．対  象：八戸地域事業者・創業者、行政、公設試験機関、一般市民等 

６．参 加 費：無料 

７．申込方法：裏面（２枚目）「参加申込書」に必要事項をご記入の上、電子メールまたは FAXで送

付頂くか、二次元バーコードを読み取り、必要事項をご記入の上送付して下さい。 

電子メール：hc21@hachinohe-ip.co.jp   ＦＡＸ：０１７８－２１－２１１９ 

８：駐車場・集合場所： 

 

９．お問合先：（公財）八戸地域高度技術振興センター 電話：０１７８－２１－２１３１（裏面へ） 

https://www.bing.com/ck/a?!&&p=0e8118de210d763eJmltdHM9MTcyNzEzNjAwMCZpZ3VpZD0yMGNiMWIxYi0wZjU2LTZiZDItM2ZjMC0wOTc2MGUyZTZhMzQmaW5zaWQ9NTc3MA&ptn=3&ver=2&hsh=3&fclid=20cb1b1b-0f56-6bd2-3fc0-09760e2e6a34&u=a1L21hcHM_Jm1lcGk9MTI3fn5Vbmtub3dufkFkZHJlc3NfTGluayZ0eT0xOCZxPSVFNSU4NSVBQiVFNiU4OCVCOCVFNSVCNyVBNSVFNiVBNSVBRCVFOSVBQiU5OCVFNyVBRCU4OSVFNSVCMCU4MiVFOSU5NiU4MCVFNSVBRCVBNiVFNiVBMCVBMSZzcz15cGlkLllONTI4NngxMzkyODg0MTU0NTcyMDMwNDE3MiZwcG9pcz00MC40OTI0MDg3NTI0NDE0MDZfMTQxLjQ0OTM0MDgyMDMxMjVfJUU1JTg1JUFCJUU2JTg4JUI4JUU1JUI3JUE1JUU2JUE1JUFEJUU5JUFCJTk4JUU3JUFEJTg5JUU1JUIwJTgyJUU5JTk2JTgwJUU1JUFEJUE2JUU2JUEwJUExX1lONTI4NngxMzkyODg0MTU0NTcyMDMwNDE3Mn4mY3A9NDAuNDkyNDA5fjE0MS40NDkzNDEmdj0yJnNWPTEmRk9STT1NUFNSUEw&ntb=1
mailto:hc21@hachinohe-ip.co.jp


見学する研究室について 

見学する研究室 主な内容 

機械・医工学コース 

（井関祐也准教授） 

タイトル：がん治療装置に関する研究紹介 

がん細胞が熱に弱く 42±0.5℃で温められると死滅す

る性質を利用した治療法（ハイパーサーミア）の研究。

患者に触らず、傷つけずに深部がんのみを加温可能な

装置を開発中。また、がんの位置や大きさを把握し生

体内温度分布を計測、並びに生体深部のがんの位置や

大きさに応じて的確な加温を施すとともに、超音波画

像と温度上昇の関係を AI に学習させることによって

超音波エコー画像から治療中の体内温度分布を画像に

より明示化する研究を行っている。 

電気情報工学コース 

（秋田敏宏准教授） 

タイトル：組込みシステムに関する研究紹介 

国内外におけるモノづくり人材育成に資する研究・開

発。教材開発・教育実践（岩手県内、ベトナムなど）、

分解組立型電気自動車を活用したシステム（小中高大、

環境教育、ものづくり、生産技術・５S など）、要素技

術が幅広い電気自動車を題材とした教育モデル、ソフ

トウェア無線による電磁波観測システム、組込み技術

の応用、障がい者向けシステムの各開発を行っている。 

マテリアル・バイオ工学コース 

（山本歩准教授） 

タイトル：「食」を通じた地域の魅力探究 

食に関する５つの軸を基本にした研究。安全性（食品

添加物等の毒性や作用機構の分析）・機能性（がん等の

予防に期待できる農林水産物の探索）・有効利用（抗菌

など）・加工（農産物加工工程で生じる残渣の利用方法

の検討等）・酵母（発酵食品に利用できる酵母の自然界

からの分離・解析…椿山の自生ツバキから分離した「八

戸高専 椿山酵母、縄文時代の地層から分離した酵母

「三内丸山ユメカモス」など。多くのワイナリーやベ

ーカリーでこの酵母を使った商品が販売されている）。 

環境都市・建築デザインコース 

（李善太准教授） 

タイトル：薬剤耐性菌に関する研究紹介 

 

 

畜産排水から水環境中へ放流された薬剤耐性菌（抗菌

薬に対して感受性がなく効かない細菌）の実態調査と

その抑制方法の開発。バクテリオファージ（細菌等に

感染すると複製するウイルスで、感染した細菌は細胞

膜が破壊される現象を起こし死細胞を残さない）を用

いた下水処理過程における薬剤耐性菌の制御手法の開

発を行っている。 

-----------------------------------------  切らずにそのままお送りください  ----------------------------------------- 

（公財）八戸地域高度技術振興センター（事務局）宛      

「八戸工業高等専門学校 研究室めぐり」参加申込書（申込締切：令和６年１１月２７日(水)） 

 

企業・団体名                                                                   

発信者名：            ℡     -      -      mail                             

    

所属部署・役職 氏 名 

  

  

一般の方は企業・団体名、所属部署・役職は不要 


